
第3学年1組学級活動学習指導案

生徒数計29名

T1:小林信二

T2:田口智理

指導者教諭

栄養教諭

1題材正しい食事のタイミングとバランスについて考えよう

2生徒の実態と本題材の意図

（1）生徒の実態

3学年の生徒は現在受験を控え、下校してからも熱心に学習に取り組んでいる。また、多くの生徒は塾に

も通っている。生徒によっては食事をゆっくりと取ることができずにいたり、夜遅くに夕食をとる生徒も

いる。そのため、食生活が乱れるといった悩みを抱えている生徒が少なくない。そこで3学年全体に受験

と食事についてアンケートを行った。

「受験と食事」について、栄養教諭に聞いてみたいことはあります力も （数字は人数）

勉強する前、集中したいときに必要な栄養、おすすめの食べ物、脳に良い食べ物について

受験シーズン何時ごろに食事を食べればよいか、勉強前と後、どちらが良いか

バランスのよい食事を取るにはどうすればよいか

受験時に良い朝食について

疲労回復、健康に良い食べ物について

勉強中お腹がすいたらどんなもの（間食）を食べたらよいか

夜食の必要性について

その他の意見

一食食べる量はどのくらいがよいか

栄養ドリンク、エナジーゼリーについて

食生活が悪いと勉強にどんな悪影響が出るのか・・・など
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アンケートの結果を見ると、ほとんどの生徒が学習する際にどのような食事を取ることが効果的なのか、

また、食事のタイミングや、バランスについて興味を抱いている。生徒の興味関心があるテーマから、より

良い食生活に向けた実践意欲を高めさせたい。

（2）題材設定の理由

本題材は、学級活動の「（2）適応と成長及び健康安全」の「ケ食育の観点を踏まえた学校給食と望まし

い食習慣の形成」に示されている。心身の発育･発達が著しい中学生の時期においては、自己の健康を管理

し改善していく資質や能力の基盤を育成することが重要である。特に中学3年生の今の時期は、進路選択

に向けて学習を充実させていく最も重要な時期である。学習面を充実するためには、自分の食生活を見直

し、自ら改善して望ましい食習慣を形成することが必要である。そこで、「熊谷の子どもたちはこれができ

ます！『4つの実践』『3減運勤』にある[朝ご飯をしっかり食べます1のように、自らの食習憤を振り返り、

規則正しい食習慣に気づき、実践できる力を身につけさせるために本題材を設定した。

（3）指導について

指導にあたっては、導入部分でアンケート結果から生徒の関心を高め、学習において必要な食事や栄養

素についての知識を身に付け、展開部分で、どのようなタイミングやバランスで食事を取ればよいのかに

ついて学び合いグループを作って考えるようにする。終末部分では一時間を振り返り、今後の食生活を改








